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はじめに ふくおか共助社会づくり表彰について

　福岡県では、ＮＰＯや企業、行政などの多様な主体が互いに協力し支え合う「共

助社会」の実現に向け、さまざまな取り組みを行っています。

　「ふくおか共助社会づくり表彰」は、共助社会づくりを促進するため、多様な主

体の先駆的な協働の取り組みや、他の模範となる地域貢献活動を表彰するもの

で、今回で１８回目となります。

今年度は、有識者による選考の結果、３件の取り組みを表彰する運びとなり

ました。

　「福岡県内の里親家庭のための『こども文化芸術体験』」、「若い人財の地域活

動での活躍母体『好きっちゃアカデミー』」、「えほん楽団　みんなのこどもコン

サート協議体」のいずれの取り組みも、地域の課題を捉え、多様な主体が協働し

て、それぞれの専門性やネットワークを最大限に生かしながら活動されており、

着実な成果に結びつけています。

　この表彰をきっかけとして、受賞された皆さま

の活躍の場がさらに広がるとともに、多様な主

体による協働がますます活発になり、これからの

本県の共助社会づくりに寄与することを大いに

期待しています。

服部  誠太郎
福岡県知事

令和８年２月

　この表彰は、多様な主体による優れた他の模範となる協働の取組を表彰し、ＮＰＯ、企業等多様
な主体の社会貢献活動を促進するとともに、本県の共助社会づくりに資することを目的に行って
います。

■表彰の趣旨

　表彰の対象となる取組は、多様な主体が地域の課題を解決するため、互いの特性を生かしなが
ら協力して行う協働の取組です。

■対象となる取組

　応募があった取組の中から、外部有識者を中心に構成する「ふくおか共助社会づくり表彰選考
委員会」の選考を経て決定します。

■表彰する取組の決定

各団体が明確な役割分担のもと、それぞれの特性を生かすことで相乗効果
が生み出されているか

審査基準

協働の効果

　募集は、例年４月頃から開始しており、次回表彰の募集については、詳細が
決まり次第、コラボステーション福岡のHP等でご案内する予定です。
　なお、表彰された取組は、県のHPや各種広報媒体を通じ、広く県民の皆様
にご紹介いたします。
　自薦、他薦を問わず受け付けておりますので、皆様奮ってご応募ください。

■表彰の募集

1

現状・課題の把握や解決に向けた手法が的確で、地域や社会に公益性の高
い成果が生み出されているか社会貢献性2

専門的な知識や地域の特性を生かすなど、創意工夫のある取組であるか創　意　性3

取組の継続や他への波及効果など、今後の広がりが期待できる取組であ
るか継続性・発展性4

中長期にわたる活動実績など特筆すべき優れた点（加点要素）があるか特 記 事 項5
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　里親家庭の中には、体験の機会が限られやすく、自己肯定感
が育ちにくい状況に直面しているこどもたちがいる。加えて、
里親家庭の孤独感が養育の継続を困難にする要因のひとつと
なっており、継続的支援に加え、里親制度の認知向上と里親の
担い手確保も喫緊の課題である。
　そこで、福岡県域・福岡市の里親支援センターや支援団体、
アクロス福岡などが協働し、県内の里親家庭を招待した文化芸
術体験プログラムを毎年実施している。様々な特性を持つこど
もが参加しやすいよう、アートやダンス、工芸など多様なプログ
ラムを企画し、体験格差の解消や自己肯定感の育成を図ってい
る。また、里親同士の交流の場を設け、悩みを抱える里親が孤
立せず、つながりを見出せる場となっている。
　この取組を通じ、福岡県域と福岡市の里親支援機関の連携
が深まり、里親家庭支援の質の向上につながっている。さらに、文化芸術に関心
を持つ県民をボランティアとして取り込むことにより、新たな層への里親制度の
啓発にもつながっている。
　今後は対象を様々な事情を抱える他のこどもたちにも拡大し、持続的な里親
支援の発展を目指していく。
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受賞取組 ・団体一覧 （３件２０団体）
福岡県内の里親家庭のための「こども文化芸術体験」

福岡県内の里親家庭のための「こども文化芸術体験」 4
ページ

特定非営利活動法人キーアセット 福岡県里親支援センターウェルツリー
特定非営利活動法人キーアセット 福岡市里親支援センターブルームウェル
特定非営利活動法人ＳＯＳ子どもの村ＪＡＰＡＮ
ＮＰＯ法人子どもアドボカシーセンター福岡
福岡市里親会
社会福祉法人慈愛会 里親支援センターＯＨＡＮＡ
社会福祉法人日本傷痍者更生会 里親支援センターリンク
社会福祉法人嘉穂郡社会福祉協会 里親支援センターそわか
公益財団法人アクロス福岡
九州大学大学院芸術工学研究院 田北雅裕研究室

えほん楽団　みんなのこどもコンサート協議体 6
ページ

ＮＰＯ法人えほん楽団
ぶどう食堂実行委員会
一般社団法人海の郷
北九州市立折尾西市民センター

若い人財の地域活動での活躍母体『好きっちゃアカデミー』 5
ページ

認定NPO法人好きっちゃ北九州
北九州市立大学防犯・防災プロジェクトＭＡＴＥ’ｓ
環境防災サークル北九大３Ｃｌｕｂ
産業医科大学ＳＤＧｓ研究会
九州共立大学ＳＤＧｓチャレンジアクション研究会
明治学園高等学校

《構成団体》

《構成団体》

《構成団体》

特定非営利活動法人キーアセット 福岡県里親支援センターウェルツリー
里親家庭への案内・相談業務

福岡市里親会 里親家庭への案内・相談業務

社会福祉法人慈愛会 里親支援センターＯＨＡＮＡ
里親家庭への案内・相談業務
社会福祉法人日本傷痍者更生会 里親支援センターリンク
里親家庭への案内・相談業務

【NPO】
特定非営利活動法人キーアセット 福岡市里親支援センターブルームウェル
里親家庭への案内・相談業務
特定非営利活動法人ＳＯＳ子どもの村ＪＡＰＡＮ
里親家庭への案内・相談業務
ＮＰＯ法人子どもアドボカシーセンター福岡
ワークショップの企画運営

【教育機関】

【 団 体 】

団体名

読者への

メッセージ

　様々な事情を抱えたこどもたちが多様な文化芸術に触れ、主体的に
興味のある事柄を見つけ、夢中になることで自分らしくいられる時間を
知ることに繋がればと2022年度より始め、対象者である里親家庭の声
を大切に企画にいかしてきました。 村田　布美子さん

公益財団法人アクロス福岡
事業部　事業グループ
地域文化チーム　チーフ

お問い合わせ先
公益財団法人アクロス福岡
〒810-0001　福岡県福岡市中央区天神 1－1－1
TEL：092-725-9101
MAIL：jyouhou@acros.or.jp

動物のカーニバルコンサート

開始前ボランティアの方々への説明

和菓子体験の説明を聞く様子

社会福祉法人嘉穂郡社会福祉協会 里親支援センターそわか
里親家庭への案内・相談業務

公益財団法人アクロス福岡 企画立案・運営

九州大学大学院芸術工学研究院 田北雅裕研究室
事業対象者に関する助言・里親支援団体の紹介
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えほん楽団 みんなのこどもコンサート協議体

ＮＰＯ法人えほん楽団
〒812-0874 福岡県福岡市博多区光丘町１丁目 3 番 23-204号リーベスト南福岡
TEL：080-3224-8835
MAIL：ehongakudan@gmail.com

認定ＮＰＯ法人好きっちゃ北九州
〒802-0976　福岡県北九州市小倉南区南方5-7-22
TEL：090-9723-6673
MAIL：nposukiccha@gmail.com

読者への

メッセージ

　えほん楽団は「音楽で世界を元気に！」を理念に掲げ、0歳から
楽しめる「絵本と音楽のコンサート」を全国で展開しています。震
災支援を原点に、赤ちゃんの泣き声も「音楽の一部」として受け入
れる温かい空間で、こどもたちの豊かな感性を育んでいます。

お問い合わせ先

若い人財の地域活動での活躍母体『好きっちゃアカデミー』

読者への

メッセージ

　『好きっちゃアカデミー』では、上記団体以外の団体や個人での参加も
含め年間延べ400人ほどの若い人財が活躍しており、地域にとっても、
本人たちにとっても、とても意義がありますので、多くの地域で受入れ体
制や活動基盤などが創られていくことを願っています。

お問い合わせ先

　経済的困難、病気療養、障がいなど困難な事情を抱え、
音楽に触れる機会に恵まれないこどもたちがいる。また、
その保護者たちも一般のコンサートへの参加が難しいと
感じている。
　そこで、こども向けコンサートを行うＮＰＯとこども食堂
などが協働し、経済的困難や病気、障がいなど多様な背
景を持つこどもたちを対象に、絵本のストーリーと音楽を
同時に楽しんだり、リズムに合わせて体を動かすなど誰も
が楽しめるインクルーシブな音楽会を開催している。
　ＳＤＧｓや防災をテーマとした絵本を活用した音楽会で
は、災害伝承や環境問題をわかりやすく伝えている。これ
らの工夫により、こどもたちの豊かな心の育成を図るとと
もに、こどもたちが家族や友人と交流を深める貴重な機
会ともなっている。
　今後は、こどもたちに継続的な学びの場を提供するため、長期的
なレッスンを通じてステージに立つ喜びを体験できる活動を計画
している。

みんなのこどもコンサート

折尾西市民センターでのSDGsコンサート

こども食堂でのコンサート

ＮＰＯ法人えほん楽団
コンサートの企画・運営、楽曲作成、奏者手配

一般社団法人海の郷
会場提供、広報

北九州市立折尾西市民センター
会場提供、広報

【ＮＰＯ】

ぶどう食堂実行委員会
会場提供、広報

【 行 政 】

【 団 体 】

団体名

　従来の地域活動は高齢層の参加が主であり、多世代、
特に若年層やこどもたちの参画が限定的である。地域活
性化のためには、地域活動に主体的に関わっていく若者
の育成が必要である。
　北九州市内のＮＰＯと複数の学生サークルや高校が協
働し運営するプラットフォーム「好きっちゃアカデミー」で
は、地域のこどもたちを対象に、遊びながら防災を学べる
ＮＰＯ考案の防災学習コンテンツ「あそぼうさい」など、年
間３０件の地域イベントを実施し、学生が中心となってこ
どもたちに学びの機会を提供している。
　また、参加する高校生・大学生は、活動を通じてコミュ
ニケーション能力やリーダーシップ、主体的に行動する力
を身に付け、他団体の活動への参加や独自の活動を始め
るなど、地域全体の市民活動の活性化につながっている。
　今後はより多くの若者が参加できるようプラットフォームの拡大を図り、
学生が社会人になっても活動を継続し、将来的にＮＰＯの主要な担い手とな
るよう人材の育成に注力していく。

あそぼうさいの様子（若者の活躍）

多世代の地域づくりへの活性化

防災まちづくり大賞のお祝い会

認定ＮＰＯ法人好きっちゃ北九州
運営全般、ボランティアメンバーの活動調整

環境防災サークル北九大３Ｃｌｕｂ
活動現場の中心的担い手、イベントの企画、活動報告
産業医科大学ＳＤＧｓ研究会
活動現場の中心的担い手、イベントの企画、活動報告
九州共立大学ＳＤＧｓチャレンジアクション研究会
活動現場の中心的担い手、イベントの企画、活動報告

【ＮＰＯ】

北九州市立大学防犯・防災プロジェクトＭＡＴＥ’ｓ
活動現場の中心的担い手、イベントの企画、活動報告

明治学園高等学校
活動現場の中心的担い手、イベントの企画、活動報告

【 団 体 】

団体名

【教育機関】

入門　真生さん

認定ＮＰＯ法人
好きっちゃ北九州
理事長

ＮＰＯ法人
えほん楽団
理事長

栗山 美千代さん
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コラボステーション福岡
住　所

連絡先

アクセス

ホームページ

〒812-8577
福岡市博多区東公園７番７号　福岡県庁１Ｆ
ＴＥＬ  092-643-3938　ＦＡＸ  092-643-3848
ＭＡＩＬ  kyodo@pref.fukuoka.lg.jp
JR「吉塚」駅より徒歩約８分
西鉄バス「県庁前」バス停より徒歩約１分
福岡市営地下鉄「馬出九大病院前」より徒歩約５分

検索コラボステーション

https://www.csf.pref.fukuoka.lg.jp/

福岡県令和 7年度

下の模様は音声コードと
呼ばれるバーコードで、専
用の読取機で音声を聞く
ことができます。

地域課題の解決へ。様々な「共助」の担い手たちが、

互いの特性を生かして協働する優れた取組をご紹介

福岡県行政資料

分類記号
JA

行政コード
5200116

登録年度
07

登録番号
0004


